
被　　服

I Fa － 7 染料水溶液のシクロデキストリンによる光退色抑制効果
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自的　グルコピラノースがα－1,   4 結合して環状構造を形成したオリゴ糖であるシクロ

デキストリン（ＣｙＤ）は、その環状内部に疎水性物質を包接することが知られている。

CyD は。包接により疎水性物質を安定に保護することから、その機能の一つとして色素

の光退色を抑制することが期待される。そこで、本研究は、染料水溶液の光退色に対する

CyD の抑制効果について検討した。
方法　染料は。酸性染料　Suminol Milling Brilliant Red BS(C.I.Acid Red 138) を常法

により精製して用いた。ＣｙＤには、a 一、β- 、r －, の３種をそのまま用いた、染料

濃度を一定とし、その濃度を中心に上下にCyD 濃度を変化させて調製した水溶液につい

てキセノンフェーディングテスターで光照射を行った。照射時賭ごとに水溶液の可視部に

おける吸収スペクトルを測定した、

結果（1）染料水溶液にCyD を添加すると、その吸収スペクトルはα一、β> では若干

変化するものの大きな差は認められないが、Y  一, ではCyD 濃度の増加とともに大きく

変化して等吸収点を示し．CyD による染料の包接が示唆された。（2）染料水溶液の吸光

度は光照射時間とともに次第に低下し退色する,    （3）染料水溶液にCyD を添加すると。

α一、β一CyD ではその濃度の増加とともに退色速度は遅くなり退色抑制効果が認めら

れたが、y 一C  vD では退色抑制効果にCyD の濃度依存性が認められた。
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目的　洗剤に配合されている蛍光増白剤は50％程度か利用されずに排水中に放出される

が1)、界面活性剤に比較すると生分解性か悪く2) その水環境中における消失には紫外線

による光分解か大きな役割を果たすと考えられる。本研究では、代表的な２種の蛍光増白

剤について光分解過程をしらべ、溶存酸素や界面活性剤の影響について検討した。

方法　蛍光増白剤は、JIS K 3362 で指標洗剤に配合されるトリアジニルスチルベン系の

C. I.   FB 71(FB1と略記する)と、川S L 1064 にあるジスチリルビフェニル系のC. I.   FB 351

(FB2 と略記する)を、界面活性剤は水質試験用のドデシル硫酸ナトリウムとヘプタオキシ

ェチレンドデシルエーテルを使用した。蛍光増白剤の20ppm水溶液を石英セルに入れ、500

Wキセノンランプ光を300時間まで照射し、紫外吸収スペクトル、蛍光スペクトル、有機炭

素量の変化を追跡した。溶存酸素濃度は空気飽和以上の３水準とし、隔膜電極法または、

ウィンクラーアジ化ナトリウム変法により測定した。
結果　FBIとFB2は極めて速い速度で光異性化し、FBIでは２日、FB2では１日の光照射に

より蛍光を消失した。紫外スペクトルの変化から、スチルベン骨格の開裂を含む分解かお

きていることか示された。有機炭素量は、FBIでは光照射５日、FB2では１日以降に減少を

始め、前者は12 日で65 ％、後者は10日で10％になり、無機物への究極的分解か進行した。

溶存酸素はFBIの光分解を著しく促進したか、FB2では影響が認められなかった。界面活性

剤は蛍光増白剤の光分解を促進する傾向か確認された。
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